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Rainbow

〔写真〕
　「災害ボランティアセンターの運営支援に関する協定」締結式

　　ライオンズクラブ国際協会３３７-C地区2R4Z雲仙・小浜ライオンズクラブ様

社
協
と
し
て
の

災
害
へ
の
備
え
。

平
時
も
、

平
時
か
ら
、

平
時
だ
か
ら
こ
そ
、

「
そ
の
時
に
備
え
る
」
を
考
え
る
。

そ
れ
が
私
た
ち
の
「
平
時
」
で
す
。

いつ起こるか
わからない災害に
備える防災等。

社会福祉協議会は、
災害ボランティアセンター

開設に向けた準備を
日々行っています。
「その時」にはぜひ
皆さんにも協力
してほしい。

雲仙市社会福祉協議会



誰
も
が
住
み
な
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

暮
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

こ
れ
ま
で
当
た
り
前
だ
っ
た

こ
と
が
、
当
た
り
前
の
よ
う

に
で
き
な
い
一
年
間
で
し
た
。

令
和
２
年
度
、
雲
仙
市
社
協

で
は
、「
新
し
い
生
活
様
式
」

に
対
応
し
た
中
で
、
各
種
事

業
を
展
開
し
ま
し
た
。

社会福祉法人雲仙市社会福祉協議会　にじ 第104号-02

令和２年度
事業報告

地
域
福
祉
推
進
に
向
け
た
基
盤
の
強
化

財
政
基
盤
の
充
実
強
化

組
織
機
能
及
び
各
事
務
所
の
基
盤
強
化

会
費
制
度
の
理
解
と
加
入
の
促
進

広
報
活
動
の
推
進

基
盤
強
化
計
画
の
策
定

月
例
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
開
催

地
域
住
民
を
支
え
、
推
進
す
る
人
・
組
織
づ
く
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

福
祉
教
育
支
援
事
業

自
治
会
長
会
等
助
成
事
業

地
域
で
支
え
合
い
、
助
け
合
う
仕
組
み
づ
く
り

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

地
域
交
流
事
業

福
祉
総
合
相
談
事
業

指
定
管
理
施
設
の
適
正
な
管
理
・
運
営

安
心
し
て
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
環
境
づ
く
り

ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
事
業

認
知
症
カ
フ
ェ
事
業

支
援
対
象
児
童
等
見
守
り
強
化
事
業

視
覚
障
害
者
生
活
訓
練
事
業

手
話
通
訳
者
設
置
事
業

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

法
人
後
見
事
業

雲
仙
市
社
協
福
祉
資
金
貸
付
事
業

生
活
福
祉
資
金
等
貸
付
事
務

高
齢
者
生
き
が
い
づ
く
り
事
業

母
子
等
研
修
等
支
援
事
業

子
育
て
等
支
援
事
業

福
祉
用
具
等
無
料
貸
出
事
業

長
崎
県
共
同
募
金
会
雲
仙
市
支
会

雲
仙
市
戦
没
者
慰
霊
奉
賛
会

雲
仙
市
連
合
遺
族
会

日
本
赤
十
字
社
長
崎
県
支
部
雲
仙
市
地
区

各
種
福
祉
団
体
等
の
事
務
支
援
と
連
携

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り

新
入
学
児
童
黄
色
い
帽
子
配
付
事
業

災
害
対
策
支
援
事
業

介
護
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
適
正
な
経
営

国
見
ケ
ア
プ
ラ
ン
セ
ン
タ
ー

国
見
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

# コロナに負けるな
「ボラマスク」
#コロナに負けるな
「ボラマスク」

視覚障害者生活訓練視覚障害者生活訓練福祉教育支援福祉教育支援

戦没者追悼式戦没者追悼式
ボランティアセンター
運営委員会
ボランティアセンター
運営委員会

被
災
地
支
援

吾
妻
農
産
加
工
組
合

大村市災害ボランティアセンター
運営支援
大村市災害ボランティアセンター
運営支援
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令和２年度

重点的な
事業紹介

広
報
活
動

　

・
広
報
誌
「
に
じ
」

　

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

・ 

Ｓ
Ｎ
Ｓ

　

・ 

Ｆ
Ｍ
ひ
ま
わ
り

緊
急
小
口
資
金
（
新
型
コ
ロ
ナ
）

総
合
支
援
資
金
（
新
型
コ
ロ
ナ
）

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

　

症
の
拡
大
の
影
響
を
受
け
、
収

　

入
の
減
少
や
失
業
等
に
よ
り
生

　

活
に
困
窮
し
、
一
時
的
ま
た
は

　

継
続
的
に
日
常
生
活
の
維
持
が

　

困
難
な
方
に
対
し
て
相
談
支
援

　

及
び
生
活
費
の
貸
付
を
行
い
ま

　

し
た
。

福
祉
総
合
相
談
事
業

　
　

市
民
の
皆
さ
ん
の
問
題
や
悩

　

み
ご
と
に
対
し
て
適
宜
関
係
機

　

関
を
紹
介
し
、
問
題
解
決
に
努

　

め
ま
し
た
。

　
　

専
門
的
な
相
談
に
対
し
て
弁

　

護
士
相
談
を
開
設
し
ま
し
た
。

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

　
　

高
齢
者
等
の
買
物
や
通
院
時

　

の
移
動
の
問
題
等
に
つ
い
て
調

　

査
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
買

　

物
支
援
の
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
シ

　

ス
テ
ム
づ
く
り
に
努
め
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン

　
　

家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
高

　

齢
者
等
を
対
象
と
し
て
地
区
の

　

公
民
館
等
で
実
施
す
る
サ
ロ
ン

　

活
動
に
対
し
て
サ
ポ
ー
タ
ー
の

　

派
遣
と
活
動
費
の
助
成
を
行
い

　

ま
し
た
。

法
人
後
見
事
業

　
　

判
断
能
力
が
十
分
で
な
い
認

　

知
症
高
齢
者
、
知
的
障
害
者
や

　

精
神
障
害
者
の
判
断
能
力
を
補

　

う
た
め
、
裁
判
所
が
選
任
す
る

　

成
年
後
見
人
等
と
し
て
本
会
が

　

受
任
し
、
財
産
管
理
及
び
身
上

　

監
護
を
行
い
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
整
備

　
　

個
人
及
び
団
体
で
の
ボ
ラ
ン

　

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ
の
登
録
を

　

呼
び
か
け
、
ニ
ー
ズ
把
握
並
び

　

に
募
集
を
行
い
、
コ
ロ
ナ
禍
に

　

お
け
る
マ
ス
ク
や
各
種
物
資
の

　

配
布
等
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を

　

行
い
ま
し
た
。

　
　

ま
た
、
災
害
発
生
時
を
見
据

　

え
、「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の

　

登
録
を
始
め
ま
し
た
。

収入 211,333,325 円

支出 201,064,532 円

事業活動収支差額 10,268,793 円

収入 0円

支出 34,675,000 円

施設整備収支差額 △34,675,000 円

36,352,852 円

10,498,680 円

25,854,172 円

1,447,965 円

事
業
活
動

収　

支

施
設
整
備

収　

支

収入

支出

その他の活動収支差額

そ
の
他
の

活
動
収
支

当期資金収支差額合計

55,317,383 円前期末支払資金残高

56,765,348 円当期末支払資金残高

収益 209,937,226 円

前期末繰越活動増減差額 91,800,314 円

当期末繰越活動増減差額 81,736,267 円

積立金取崩額 37,733,852 円

積立金積立額 6,831,000 円

次期繰越活動増減差額 112,639,119 円

費用 209,941,369 円

サービス活動増減差額 △4,143 円

収益 15,099 円

費用 50,000 円

サービス活動外増減差額 △34,901 円

0 円

10,025,003 円

△10,025,003 円

△10,064,047 円

サ
ー
ビ
ス

活
動
増
減

サ
ー
ビ
ス

活
動
外
増
減

収益

費用

特別増減差額

特
別
増
減

特
別
増
減

当期資金収支差額合計

72,339,621 円 70,273,282 円 2,066,339 円

482,356,859 円 489,805,877 円 △7,449,018 円

資産の部

当年度末 前年度末 増減

流動資産
固定資産

固定負債 554,696,480 円 560,079,159 円 △5,382,679 円

19,741,588 円 18,544,486 円 1,197,102 円

92,156,100 円 86,322,400 円 5,833,700 円

負債の部

当年度末 前年度末 増減

流動負債
固定負債

純資産

554,696,480 円 560,079,159 円 △5,382,679 円

純資産の部

負債及び純資産
の部合計

442,798,792 円 455,212,273 円 △12,413,481 円

貸借対照表（R3.3.31 現在）

事業活動計算書（自 R2.4.1 ～至 R3.3.31）資金収支計算書（自 R2.4.1 ～至 R3.3.31）

地域福祉活動のための、社会福祉協議会のお金。

「誰もが住み慣れた地域で暮し続けることができる
まちづくり」をめざして。

令和２年度計算書類
（財務３表）
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雲仙市社会福祉協議会の

会費について説明した文章で、

正しいものは次のうちどれでしょう？

社協
会費

クイズ

Quiz

答えは、
P.8 に

あります！

雲仙市社会福祉協議会の会員になるには、 日本国籍が必要である。１

住民税等の滞納があると、 雲仙市社会福祉協議会の会員にはなれない。２

雲仙市社会福祉協議会の会員には年齢制限がある。３

雲仙市社会福祉協議会の会員とは、 雲仙市社協の目的に賛同し、 地域福祉を支援する人の
ことである。

４

雲仙市社会福祉協議会の会員になることができるのは、 ７月だけである。５

相　談

申　請

貸付審査
委員会

決　定

貸　付

償還（返済）

福

祉

資

金

雲
仙
市
社
会
福
祉
協
議
会

雲
仙
市
社
会
福
祉
協
議
会

の
ご
案
内

　

雲
仙
市
内
に
６
箇
月
以
上
居
住
し
、
一
般
の
金
融
機
関
等

か
ら
資
金
の
融
資
を
受
け
る
こ
と
が
困
難
な
世
帯
に
対
し
、

生
活
の
再
建
に
必
要
な
少
額
の
資
金
を
貸
し
付
け
ま
す
。

〔
貸
付
条
件
〕

　

○
資
金
の
種
類
及
び
貸
付
限
度
額　

　
　

一
般
福
祉
資
金　

１
０
０
，
０
０
０
円
以
内

　
　

小
口
福
祉
資
金　

５
０
，
０
０
０
円
以
内

　

○
据
置
期
間　

３
ヶ
月
（
貸
付
日
よ
り
）

　

○
償
還
期
間　

36
ヶ
月
以
内
（
据
置
期
間
経
過
後
）

　

○
貸
付
利
子　

無
利
子

　

○
連
帯
保
証
人　

１
名

　
　

（
原
則
と
し
て
、
雲
仙
市
内
に
居
住
す
る
者
）

〔
申
込
に
必
要
な
書
類
〕

　

①
福
祉
資
金
借
入
申
込
書
（
所
定
様
式
）

　

②
世
帯
の
中
で
収
入
の
あ
る
全
て
の
者
の
所
得
証
明
書
等

　

③
連
帯
保
証
人
の
所
得
証
明
書
等

　

④
そ
の
他
必
要
と
認
め
ら
れ
る
書
類
等

　

お
尋
ね
先

　
　
事
業
企
画
課

　
　
０
９
５
７
（
37
）
２
８
５
５

一般小口

そ
れ
ゆ
け
！
こ
う
け
ん
日
記

　

家
庭
裁
判
所
か
ら
選
任
さ
れ
る
成

年
後
見
人
に
は
、
研
修
を
受
講
し
知

識
等
を
身
に
付
け
た
一
般
の
市
民
が

「
市
民
後
見
人
」
と
し
て
選
任
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化
が
進
み
、

親
族
等
が
成
年
後
見
人
等
を
担
う
こ

と
が
困
難
に
な
っ
て
い
く
と
見
込
ま

れ
る
こ
と
か
ら
、
市
民
が
支
え
合
う

新
た
な
社
会
貢
献
の
一
員
と
し
て
権

利
擁
護
の
担
い
手
と
な
り
活
躍
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

そ
こ
で
、
県
内
で
も
市
民
後
見
人

養
成
研
修
の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
興
味
が
あ
る
方
は
是
非
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

お
尋
ね
先

　
事
業
企
画
課

　
０
９
５
７
（
37
）
２
８
５
５

そ
れ
ゆ
け

　
　

後
見

相談から
償還までの流れ

申請から貸付まで
約1ヶ月程

期間が必要ですので
相談はお早めに！
（一般福祉資金）
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健
康
麻
雀

愛
好
会
員
募
集

　

今
、
各
地
で
麻
雀
愛
好
者
が

増
え
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

頭
の
体
操
、
手
と
指
の
運
動
を

組
み
合
わ
せ
、
認
知
機
能
・
身

体
機
能
回
復
に
非
常
に
効
果
が

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

長
崎
県
内
に
お
け
る
老
人
ク

ラ
ブ
の
愛
好
者
ク
ラ
ブ
に
お
い

て
は
、
半
分
が
女
性
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
男
女
に
か
か

わ
ら
ず
未
経
験
者
大
歓
迎
で
す
。

　

賭
麻
雀
を
行
っ
て
い
る
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
緒
に
健
康

麻
雀
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

〔
開
催
場
所
〕

千
々
石
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
橘
荘

〔
連
絡
先
〕

　

０
９
５
７
（
37
）
６
１
５
７

（
健
康
麻
雀
愛
好
会
代
表 

中
村
）

雲
仙
市
社
協
千
々
石
支
所

　

０
９
５
７
（
37
）
２
７
５
５

　

令
和
３
年
５
月
18
日
（
火
）
雲
仙

市
吾
妻
ふ
る
さ
と
会
館
に
お
い
て
、

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
３
３

７

-

Ｃ
地
区
２
Ｒ
４
Ｚ
雲
仙
小
浜
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
様
と
「
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営
支
援
に
関

す
る
協
定
」
の
締
結
式
を
行
い
ま
し

た
。

　

こ
の
協
定
を
結
ぶ
こ
と
で
、
本
会

が
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を

開
設
す
る
際
に
、
備
品
や
資
機
材
の

確
保
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の

確
保
等
に
よ
り
、
い
ち
早
く
円
滑
に

行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
登
録
も
行
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
セ
ン
タ
ー
開
設
の
際
に

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
ご
協
力
を

お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

健
康
麻
雀

愛
好
会
員
募
集

災害
ボランティア

登録は

こちらから！

募 集
ボランティア
してみませんか。

黄
色
い
帽
子
採
寸
時
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

本
会
で
は
、
例
年
新
入
学
児
童
に
対

し
て
黄
色
い
帽
子
を
贈
っ
て
い
ま
す
。

男
女
、
各
帽
子
に
は
サ
イ
ズ
が
あ
る
た

め
、
秋
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
就
学
時
健

診
の
折
、
帽
子
の
採
寸
作
業
を
併
せ
て

行
っ
て
い
ま
す
。
一
緒
に
採
寸
を
手

伝
っ
て
く
だ
さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
性
別
、
年
齢
制
限
等

あ
り
ま
せ
ん
。

　

〔
実
施
時
期
〕

　
　
　

10
月
か
ら
11
月
頃
予
定

　

〔
場
所
〕

　
　
　

各
町
就
学
時
健
診
会
場

　

〔
募
集
人
員
〕

　
　
　

若
干
名

※

申
込
い
た
だ
い
た
後
、
日
程
等
が
決

　

ま
り
ま
し
た
ら
打
ち
合
わ
せ
を
行
い

　

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

〔
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
〕

　
　
　

事
業
企
画
課

　
　
　

０
９
５
７
（
37
）
２
８
５
５

「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営
支
援
に
関
す
る
協
定
」

雲
仙
・
小
浜
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

・運営スタッフ
としての参加協

力

・ボランティア
としての参加協

力

・必要な備品、
資機材に対する

　無償提供、無
償貸与、

・優先的有償提
供、優先的有償

貸与

・運営スタッフ
としての参加協

力

・ボランティア
としての参加協

力

・必要な備品、
資機材に対する

　無償提供、無
償貸与、

・優先的有償提
供、優先的有償

貸与

ライオンズクラブ国際協会 337-C 地区　2R4Z



広報誌の中で
福祉教育
コロナ禍だからこそ
できることがあると
私たちは考えます！

今回は、
車椅子の介助
～段差を登る～

　

今
回
は
車
椅
子
を
介
助
す
る
中
で
、

一
段
の
段
差
の
登
り
方
を
考
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

段
差
の
前
で
、
ス
テ
ッ
プ
が
段
差
に

当
た
ら
な
い
程
度
の
所
で
止
ま
り
ま
す
。

テ
ィ
ッ
ピ
ン
グ
レ
バ
ー
を
足
で
押
さ
え

て
前
輪
を
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

　

左
右
の
後
輪
が
と
も
に
段
差
に
当
た

る
ま
で
前
進
し
、
ゆ
っ
く
り
と
前
輪
を

下
ろ
し
ま
す
。
こ
の
時
、
４
つ
の
タ
イ

ヤ
全
て
が
地
面
と
接
し
て
い
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

　

前
輪
を
下
ろ
し
た
ら
、
後
輪
を
上
げ

　
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
皆

さ
ん
と
一
緒
に
「
福
祉
教
育
」
を
行
う

機
会
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
誌
面
で
は
あ
り
ま
す
が
、
市
民
の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
「
福
祉
」
に
つ
い
て

考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
QR
コ
ー
ド
か
ら
動
画
で
ご
覧

頂
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。

乗
っ
て
い
る
人
も
介
助
す
る
人
も
「
安
全
に
。」
と
い
う
の
が
基
本
で
す
。

て
い
き
ま
す
が
、

グ
リ
ッ
プ
を
握
っ

て
抱
え
上
げ
る
の

で
は
な
く
、
体
で

支
え
な
が
ら
、
後

輪
を
転
が
し
な
が

ら
ゆ
っ
く
り
押
し

上
げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
体
で
支
え

る
こ
と
に
よ
り
、
も
し
手
が
滑
っ
て
し

ま
っ
て
も
安
全
で
す
。

　

ま
た
、
介
助
す
る
側
と
さ
れ
る
側
で

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
も

大
切
で
す
。

今回の内容「車椅
子の介助～段差を
登る～」を動画で
見ることもできま
す！下の QR コード
からどうぞ！

ティッピングレバーを
踏んで前輪を上げます。
ティッピングレバーを
踏んで前輪を上げます。

後輪が段差に当たるまで
ゆっくり前進します。
後輪が段差に当たるまで
ゆっくり前進します。

体で支えながら段差を
登ります。
体で支えながら段差を
登ります。

高
齢
者
の

働
きた

い を
支
援
す
る
事
業

始
め
ま
し
た
。

就労的活動支援員
北 嶋 良 子

わたしに
ご相談ください！

〔お問合せ先〕
雲仙市社会福祉協議会
0957-37-2855

ま
だ
ま
だ
現
役
！

高
齢
者
の

働
き
た
い
を

応
援
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
！

 　

雲
仙
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
高
齢
に
な
っ
て
も
働
き
た

い
と
思
わ
れ
る
方
を
支
援
す
る

事
業
を
始
め
ま
し
た
。
就
労
的

活
動
支
援
員
を
設
置
し
、
働
き

た
い
と
思
わ
れ
る
高
齢
者
と
高

齢
者
を
雇
い
た
い
民
間
企
業
等

を
「
つ
な
ぐ
」
役
割
を
担
っ
て

い
き
ま
す
。

　

介
護
を
受
け
な
が
ら
で
も
、

支
援
を
受
け
な
が
ら
で
も
、 

そ

こ
に
自
分
の
役
割
が
あ
る
社
会

働きたい｡
経験を活かしたい｡
私のこれまでの経験や知識も
地域の中で役に立っています！
皆さんも一緒に就労的活動を！

働きたい｡
経験を活かしたい｡
私のこれまでの経験や知識も
地域の中で役に立っています！
皆さんも一緒に就労的活動を！

望
洋
荘

本
間
つ
ぎ
子 

さ
ん

の
実
現
の
た
め
に
、
自
立
支
援

に
向
け
た
手
段
の
一
つ
と
し
て

社
会
参
加
や
就
労
的
活
動
が
全

国
的
に
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

様
々
な
機
会
に
支
援
員
が
訪

問
し
て
お
話
を
聞
か
せ
て
頂
く

こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

社会福祉法人雲仙市社会福祉協議会　にじ 第104号-06
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一
般
寄
附

　

国
見
支
所

　

▼
境　
　

大　

輔　
　

様　

山
ノ
上

香
典
返
し
寄
附

　

国
見
支
所

　

▼
鵜　

殿　

国　

見　

様　

尾
茂

　
　

 

故　

鵜
殿
コ
フ
ヂ　

様

　

▼
宮　

﨑　

梅　

義　

様　

金
山

　
　

 

故　

宮
﨑　

茂
子　

様

　

▼
山　

下　

郁　

次　

様　

川
原
田

　
　

 

故　

渡
邉　

貞
満　

様

　

▼
下　

田　

恵　

子　

様　

川
東

　
　

 

故　

下
田　

清
子　

様

　

▼
香　

月　

隆　

一　

様　

東
里

　
　

 

故　

香
月　

清
司　

様

　

▼
内　

田　

真
由
美　

様　

川
東

　
　

 

故　

久
世
タ
マ
エ　

様

　

▼
谷　

﨑　

壽　

江　

様　

東
里

　
　

 

故　

馬
場　

保
則　

様

　

▼
吉　

田　

重　

富　

様　

島
原
市

　
　

 

故　

吉
田
ト
ミ
ヱ　

様

　

▼
矢　

倉　

政　

光　

様　

金
山

　
　

 

故　

矢
倉　

政
治　

様

　

▼
森　

川　

太
十
郎　

様　

向
町

　
　

 

故　

森
川
ヒ
デ
コ　

様

　

▼
北　

浦　

和　

仁　

様　

北
下
原
東

　
　

 

故　

北
浦　

重
義　

様

　

瑞
穂
支
所

　

▼
中　

山　

正　

俊　

様　

高
田

　
　

 

故　

中
山　

幸
男　

様

　

▼
成　

田　

公　

明　

様　

高
田

　
　

 

故　

成
田　

保
代　

様

　

▼
髙　

田　

宣　

子　

様　

東

　
　

 
故　

髙
田　

光
昌　

様

　

▼
水　

元　

啓　

治　

様　

横
田

　
　

 

故　

水
元
ト
ク
ヨ　

様

　

▼
下　

田　

謙　

市　

様　

杉
峰

　
　

 

故　

下
田　

典
子　

様

　

▼
中　

村　

忠　

義　

様　

夏
峰

　
　

 

故　

中
村
ヨ
シ
ヱ　

様

　

吾
妻
支
所

　

▼
馬　

渡　

陽　

子　

様　

大
熊
一

　
　

 

故　

馬
渡　

敏
法　

様

　

▼
岩　

﨑　

政　

利　

様　

吹
ノ
原

　
　

 

故　

岩
﨑
ナ
ツ
ヨ　

様

　

▼
渡　

邉　
　
　

司　

様　

川
床

　
　

 

故　

渡
邉
サ
ダ
子　

様

　

▼
岩　

﨑　

ヨ
シ
子　

様　

吹
ノ
原

　
　

 

故　

岩
﨑　

幸
徳　

様

　

▼
村　

山　
　
　

守　

様　

田
内
川

　
　

 

故　

村
山
ミ
ツ
子　

様

　

千
々
石
支
所

　

▼
小　

林　

猶　

敏　

様　

上
岳

　
　

 

故　

小
林
ス
ズ
ヱ　

様

　

▼
中　

川　

則　

和　

様　

日
ノ
田

　
　

 

故　

中
川　

孝
子　

様

　

▼
林　

田　

初　

夫　

様　

下
塩
浜

　
　

 

故　

林
田　
　

学　

様

　

▼
本　

多　

ア
ヤ
子　

様　

下
山
頭

　
　

 

故　

本
多　

安
男　

様

　

▼
鎌　

田　

カ
ズ
子　

様　

釜

　
　

 

故　

鎌
田　

勝
市　

様

　

▼
光　

永　

孝　

幸　

様　

中
島

　
　

 

故　

光
永　
　

子　

様

　

小
浜
支
所

　

▼
宮　

崎　

宏　

子　

様　

脇
浜

　
　

 

故　

宮
崎　

隆
雄　

様

　

▼
吉　

田　

嘉　

久　

様　

木
津

　
　

 

故　

吉
田
サ
チ
子　

様

　

▼
田　

中　

和　

平　

様　

西
小
浦

　
　

 

故　

田
中
美
佐
江　

様

　

南
串
山
支
所

　

▼
山　

﨑　
　
　

学　

様　

田
ノ
平

　
　

 

故　

山
﨑　

長
治　

様

　

▼
井　

上　

キ
ク
エ　

様　

中
ノ
場

　
　

 

故　

井
上　
　

猛　

様

　

▼
杉　

本　

和　

樹　

様　

妙
見

　
　

 

故　

杉
本　

繁
満　

様

　

▼
伊　

藤　

勝　

雄　

様　

上
大
良

　
　

 

故　

伊
藤
ス
エ
子　

様

　

ご
逝
去
さ
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
ご
遺
族

の
ご
厚
情
に
対
し
ま
し
て
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
個
人
情
報
保
護
法
に
基
づ
き
、

同
意
を
頂
い
た
方
の
み
掲
載
し
て
お
り

ま
す
。

雲
仙
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の

皆
さ
ん
か
ら
の
ご
寄
附
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

令
和
３
年
４
月
１
日
～
令
和
３
年
５
月
31
日

新型コロナウイルス感染症の影響による休業や失業で、
生活資金にお悩みの皆さまへ
新型コロナウイルス感染症の影響による休業や失業で、
生活資金にお悩みの皆さまへ

申込みは
令和３年8月末まで
延長

（1）緊急小口資金（新型コロナ）
〔貸付対象〕
　新型コロナウイルスの影響を受け、休業等により
　収入の減少があり、緊急かつ一時的な生計維持の
　ための貸付を必要とする世帯

（2）総合支援資金（新型コロナ）
〔貸付対象〕
　新型コロナウイルス感染症の影響を受け、収入の
　減少や失業等により生活に困窮し、日常生活の維
　持が困難となり、生活の立て直しのための継続的
　な相談支援と生活費が必要な世帯。

この資金は、あくまでも貸付であり、
償還（返済）の必要がありますので、
計画的な申請をお願いします。
なお、償還期間を過ぎて償還残額が
ある場合、延滞利子（年 3％）が加
算されます。
詳しい内容に関するお問合せは、
雲仙市社会福祉協議会事業企画課
（37-2855）まで !

[ 注意事項 ]



雲仙市社会福祉協議会 この広報誌は、皆様からの会費・共同募金の助成金により作成しています。

〔編集発行〕

社会福祉法人

雲仙市社会福祉協議会
〒854-0405
　長崎県雲仙市千々石町戊 762 番地
　　TEL 0957-37-2855  FAX 0957-37-2564
　　http://unzenshakyo.net/

国見支所　　TEL 0957-78-0596
瑞穂支所　　TEL 0957-77-3670　　
吾妻支所　　TEL 0957-38-3511
愛野支所　　TEL 0957-36-0071
千々石支所　TEL 0957-37-2755
小浜支所　　TEL 0957-75-0620
南串山支所　TEL 0957-88-2143

皆さんのお悩みごとを
弁護士の先生がお聞きします弁護士相談

相続・離婚・金銭トラブル等生活上の法律問題について、
弁護士が無料で相談に応じます。秘密は固く守られます。
ご予約が必要ですので、事前に本会事業企画課（37-2855）
までご連絡ください。

開　催　日 開催場所 担当弁護士

愛野小学校

雲仙市商工会 Aｺｰﾌﾟ 千々石方面→

←諫早方面

←吾妻方面

愛野保健福祉センター

○
愛の夢未来センター

○
○

○

■

13:30 ～ 17:00
（1 枠 30 分）

千年の湯

JA西郷GS

瑞穂総合支所瑞穂町公民館

す
こ
や
か
ラ
ン
ド

ふ
れ
あ
い
広
場

←諫早方面 島原方面→

瑞穂ヘルシー会館

○

○

○

○
○

■

←諫早方面 南串山方面→
小浜総合支所

バスターミナル○
○

○

小浜消防署
■

小浜老人福祉センター

瑞穂ヘルシー会館 曽場尾雅宏　先生　８月２５日（水）
愛野保健福祉センター 曽場尾雅宏　先生１０月　６日（水）
小浜老人福祉センター 樋口由紀子　先生１２月１６日（木）

社協
会費

クイズ

Quiz
の答え

答えは④です。本会ホームページの「社協の会費」の中で、「雲
仙市社会福祉協議会の会員とは、本会が行う地域福祉事業の
目的に賛同し、会費を納めることで雲仙市の地域福祉に協力
してくださる方です。」と明記してあります。
年齢や性別、職業、国籍、各種滞納等に関係なく、支援や協
力をしたいという方のお気持ちと会費を納めていただくこと
で会員になることができます。

４
雲仙市社会福祉協議会の会員とは、
雲仙市社協の目的に賛同し、 地域
福祉を支援する人のことである。

500 円から

参画できる

地域福祉活動

500 円から

参画できる

地域福祉活動

令和３年度社協会費へのご協力をよろしくお願いします。
　

社
協
の
「
会
員
制
度
」

　

日
本
の
社
会
福
祉
の
仕
組
み
は
、
戦

後
に
国
が
児
童
福
祉
法
や
身
体
障
害
者

福
祉
法
、
生
活
保
護
法
、
社
会
福
祉
事

業
法
と
、
法
律
を
整
備
し
、
国
の
役
割

と
責
任
を
明
確
に
し
な
が
ら
、
国
だ
け

で
は
な
く
民
間
の
社
会
福
祉
事
業
の
推

進
、
さ
ら
に
は
市
民
に
よ
る
福
祉
活
動

を
推
進
し
、
こ
の
力
を
束
ね
、
市
民
の

側
か
ら
の
自
主
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ

く
り
を
す
す
め
て
い
く
た
め
に
、
全
国

す
べ
て
の
市
区
町
村
に
住
民
に
よ
る
住

民
の
た
め
の
福
祉
団
体
を
創
る
こ
と
を

促
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
誕
生
し
た
の
が
、「
社
会

福
祉
協
議
会
」
で
す
。
雲
仙
市
社
会
福

祉
協
議
会
が
「
会
員
制
度
」
を
設
け
て

い
る
理
由
は
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

　

今
年
度
も
、
地
域
の
み
な
さ
ん
と
一

緒
に
地
域
福
祉
事
業
を
推
進
す
る
た
め

に
、
社
協
会
費
の
納
入
を
お
願
い
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

〔
会
費
の
種
類
〕

〇
一
般
会
費

　
　
　

…

年
額
５
０
０
円
以
上

　

福
祉
推
進
員
（
自
治
会
長
）
さ
ん
を

　

通
じ
て
各
世
帯
へ
の
お
願
い
。

〇
賛
助
会
費

　
　
　

…

年
額
１
，
０
０
０
円
以
上

　
　
　
　

個
人
に
対
し
て
の
お
願
い
。

〇
特
別
会
費

　
　
　

…

年
額
３
，
０
０
０
円
以
上

　
　

団
体
等
に
対
し
て
の
お
願
い
。


